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講義 (授業)評価の情報であると考えられる｡ この ｢授業リフレクションシート｣はそのままコピーをして､講義
者に返す｡また ｢授業リフレクションシート｣の記入は､学生にとっては授業における自分の学びがいかなるもの




























































































｢授業構想メモ｣の第1項目 ｢本日の授業の目標｣では ｢扱う範囲｣の ｢実感｣と､ホルモンの ｢イメージ｣を
もつということが目標として表現されている｡ もう一方で ｢r時間｣がない｣が問題とされている｡
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学 生 の識別番号 5月7日 5月14日 5月21日 6月4日 6月11日Ⅰ Ⅲ Ⅲ Ⅰ Ⅱ Ⅲ Ⅰ Ⅱ Ⅲ Ⅰ Ⅲ Ⅲ Ⅰ Ⅱ Ⅲ
01 3-③ 4 3 3-① 4 6-② 3-① 4 6-(∋ 3-(∋ 5 3 3-① - 7
02 3-① 4 -
03 3-② 4 4 3-① 4 7 3-③ - - 1､3-① - -
04 3-② 4 4 3-① 4 - 3-① - 4 3-② 4 4
05 3-② 5 - 3-② 1 - 3-②､5-② - 6-② 3-② - - 3-③ 5 -
(浴 3-① 5 - 8 - - 8 - 3
07 3-③ - 7 3-① 8 4
08 3-0 4 5 3-② 4 7 3-③ - 7
09 3-@ 4 - 3-② - - 3-① 4 7 3-① 5 4 3-(∋ 4 4
10 3-①､5-③ 2 - 3-① 4 6-② 3-①､4 - 6-① 1 - - 1､4-② 4 10
ll 3-② 4､7-① 6-② 3-③ 4 - 1､3-③､5-② 4 - 3-① 7-② 10 1､5-②､7 5 -
12 3-①､5-② 1 10 3-@ 6 6-② 3-③ - 6-@ 3-(∋ 4 -
13 8 4､8 - 3-②､4-② - - 1 - - 5-② 4 - 3-①､5-③ 8 -
14 3-② 8 - 3-② 6 - 3-③ 2 3 3-③ 7-② 10 3-③ - 7
15 3-① 7-① 6-@ 3-① 4 - 3-① 4 3 3-①､8 4 3 3-(∋ 1､4 9
16 3-③ 4 7 3-②､5-② 1 4
17 3-② 4 - 3-③ - 1 3-③ 4 10
18 3-② - 6-② 3-② 8 6-① 3-③ 8 -
19 3-@ - 10 - 4 - 3-③ 4 - 3-① - 10 3-② 4 10
20 3-②､5-② - 10 3-①､5-② 7-① 6-②
21 - 3 5 3-①､5-② 3-① - - 1､4 - 3-③ 4 - 1 4 -
22 3-② - 6-(∋ 3-② 5､8 6-①
23 3-② - - 3-① 3-① - - 4 10 3-② 1 -
24 3-①､5-② 5 - 3-① 1 3 3-①､5-② 4 3 3-② 4､5 -
25 3-@ 7-① 6-① 1､3-② 4 6-①
26 3-① 5 4
27 3-① 4 6-② 3-② 8 - 3-① - - 3-①､5-③ - 4
28 3-① - 7 3-① 4 - 3-① 4 3
29 3-① 4 4
30 3-② 8 7 3-③ 5 6-② 3-③ 3-② 6-②
31 3-② 4 - 3-②､5-② - - 3-② - 6-② 5-③､8 - -
32 3- 8 - 3-② - 3
33 3-③ 5 7 3-② 4 7 1 5 7 3-② - 6-① 3-②､5-③ 5 4
34 3-① - 4
35 3-② - - 3-② 4 -
36 3-② - 3 3-②､5-(参 - - 3-② - -













は授業者は ｢板書｣を ｢説明の道具｣として使っているのに対し学生は ｢講義の内容をまとめたもの｣として捉え
ていることを ｢学生について新たにわかったこと｣に挙げている｡ また学生に対しては ｢高校までとは違った態度
で臨んで欲しい｣と要望している｡ この点に関しては ｢授業リフレクションシート｣の第3項目も関係しており､

















































学生の ｢授業リフレクションシー ト｣の分析結果をみると､第 1項では､内容を理解した学生はかなり多い､
(3-(Dが12名)｡内容に ｢驚く｣(5-(∋)も2名見られる｡ 授業者の目標は一応達成されたと思われる｡ しかし
第2項目では ｢結局ホルモンを支配するのもDNAではないか?｣など授業内容の安当性を疑問にする者が2名い



























































｢授業構想メモ｣の第1項目では､｢知識伝達｣を ｢納得｣させることにするとある｡ そのために ｢実験｣を紹介
し ｢面白い｣と思わせるという構想である｡ しかし第3項目では､実験を紹介し学生の頭を使わせると ｢進度｣が




反応は ｢実験｣を紹介したからである｡ また学問の方法の理解 (1)が3名いることも ｢実験｣の話を入れたこと
に関連する｡ 例えば ｢マニ トー ルの実験からイオンについて理解できるという手法にびっくりしました｡賢いやり
方だと思いました｣という学生の記述にそれを見ることができる｡ 理解の傾向は他の授業と特に差が見られない｡
第2項目で ｢精子が対外に出たら､海水にしろ淡水にしろ体液とは濃度が違うのだから､そうとうなストレスがあ



































































｢授業構想メモ｣では第1項目で､第3回に引き続き ｢実験｣と ｢面白い｣がキーワードになっている｡ 第3回










































































目では､｢時間｣のかかる ｢脱線｣はしないがあげられる｡ 第3項目では ｢遺伝子レベルから個体レベルまで｣の
話で､学生が戸惑わないかと課題化し ｢分けた話にする｣という方略を立てている｡
学生による ｢授業リフレクションシート｣の内容を見てみよう｡ 第1項目の学習内容の理解についてはやはりそ





連していると思われる｡ 8 (その他)も多いのであるがそれは例えば ｢あれだけ小さいひらめのサンプルを一つ一
つ容器に入れていくのは大変な作業ではないでしょうか｣と研究にコミットした感想である｡ 第3項目で多いのは
学習内容について確かめる (6-(∋)､学習内容に関して復習する (6-②､学習内容をもっと詳しく調べる (7)
-13-
である｡
では授業者自身の ｢授業振り返りメモ｣の内容を見てみよう｡ 第1項目では ｢ナマの研究の楽しさも部分的では
あるにせよ伝わったと思う｣と構想段階で自分の研究を紹介することにしたのが良かったという手応えを表明して





































































識以外のモノ｣あるいは ｢知識以外のこと｣である｡ すなわち授業者は ｢納得｣｢実験｣｢面白さ｣をキーワードと
する授業を構想し､それを展開する中で､｢何かが変わる一一一何かメカニズムがある｣というような ｢知識以外の
モノ｣の部分には興味を持って聞いてくれるような気がする｣ということを ｢今回の授業で学生のことで新たにわ









る｡ この気づさは大学の学びにおける ｢基礎 ･基本｣とは何かを授業を通して ｢問う｣貴重なものであった｡
(5)｢私が興味を持って研究していること｣
第5回の授業のキーワードは ｢私が興味を持って研究していること｣である｡ 最後の授業であるということで､
教え残したことも多い｡やはり ｢時間｣は気になる｡ しかし授業者はあえて ｢私が興味を持って研究していること｣
を授業の中に組み込んだ｡その結果 ｢こっちが面白いと思うことは､学生も面白いと思って聞いてくれる｣という
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(図1) ヒトの体細胞分裂における染色体の数と形 (核型)(2m-46)
左 :男性 右 :女性 Ⅹ:X染色体 Y:Y染色体 (X､Yは性染色体)
(表1)機能的雌雄同体魚の分類群別出現
雌堆同体




































○ 深海 2粗 くヒカ1)デ}エ
ソ)
○ 深海 1種 (フカミフデェ
ソ)
○ 深海 l鶴
○ 深海 1牡 (キ′く-〆カ)
○ 深海 2租 (ミズウオ)
○ 深海 1楓-J---

































































トラギス科 ○ 浅海 少くとも3巷
イソギソポ科 ○ 浅海 1種
･､ゼ科 ○ 浅海 多数(小型種に多い)
タウナギ日
夕ウナギ科 0 汲水 4凍 (雌堆異体もあ
り)
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(図 1) 主な性ステロイ ド
ホルモンの合成経路
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160士5.5 0.7士0.07 3.8土0.15 1.3土0:06 128土14.2
146士3.1
2.70 0.7土0.06 2.3土0.26 183士22.2
0.74 3.3士0.20 0.9±0.03 115±6.6
127土5.4 37.3±4.73 2.6±0.19 1.5±0.14 122士4.9








と1.i_0･19J ･1,_与0･,9!.｣ 2_9≠I_5_I_早_.空 重 重
2.9士0.07 1.0土0.02 118土 0.8 273土 4.5
75±3.2 82.4士3.33 2.0士0.18 0.8±0.04 112±2.6 302± 5.4
153±1.2 14.5士1.38 2.8士0.08 1.3土0.26 154土 1.7 345± 6.2
151士2.4 5.フ士O.69 1.5±0.08 0.9士0.08 158±2.5 342士4.6
174±5.5 5.4±0.21 3.8土0.06 1.4士0.54 151士 1.7 367土 4.4
175士7.5 2.0±0.12 1.4±0.13 2.3士0.68
170ミ.～5･4聖
VaJucsaremcans±S.E. キgg /Q I S⊆ SGb
けっぺい
かたまると血餅
血液- (赤血球 ･白血球etc)+フィブリノゲン+液体成分タンパクetc
l
血清 (serum)
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(looo)
｢形｣ができても､すぐに
｢動ける｣ようになるとは
限 らないから､動けるよ
うになるためには何か別
のことがおこる必要があ
る｡
淡水魚 ･海産魚の
bloodplasma
-血祭
seminalplasma
一指栄
の中のイオン濃度と浸透
圧の比較
I
全て海水の約1/3
淡水の約100倍
